
項 目 内 容
名称 ティートリー油、ティーツリー油、ゴセイカユプテ油、メラレウカ [英]Tea tree

oil [学名]Melaleuca alternifolia Cheel

概要 ティートリーはオーストラリア原産の低木または小木。細い針のような葉をもち、
高さ5～7 m程度に生長する。葉の精油を利用する。

法規・制度 ■食薬区分
・精油︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原
材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・テルピネン-4-オール、γ-テルピネン、α-テルピネン、α-テルピネオール、テルピ
ノレン、シネオールなどで構成される (33) (75) 。

分析法 -

有効性

ヒ 循環器・
ト 呼吸器
で
の
評
価

調べた文献の中に見当たらない。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。



生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 RCT
以下にも有効性情報はあるが、全て外用であり経口摂取の効果ではない。
・爪真菌症患者60名 (試験群40名、平均29.6歳、アメリカ) を対象とした二重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、2％塩酸ブテナフィン＋5％ティートリー油含
有クリームを8週間塗布したところ、治癒率が上昇した (PMID:10357864) 。
・爪真菌症患者117名 (試験群64名、平均61歳、アメリカ) を対象とした二重盲検
無作為化比較試験において、100％ティートリー油の2回/日、6ヶ月間の塗布は、
1％クロトリマゾールと同等の治癒率を示した (PMID:8195735) 。
・足部白癬患者104名 (試験群37名、平均30歳、オーストラリア) を対象とした二
重盲検無作為化プラセボ対照試験において、10％ティートリー油含有クリームを2
回/日、4週間塗布させたところ、1％トルナフテートと同等の自覚症状の改善が認
められたが、菌の培養結果に影響は認められなかった (PMID:1303075) 。
・足部白癬患者158名 (平均41歳、試験群105名、オーストラリア) を対象とした二
重盲検無作為化プラセボ対照試験において、25％または50％ティートリー油を2回/
日、4週間塗布させたところ、自覚症状、保菌状態の改善が認められた
(PMID:12121393) 。
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